
平成２８年３月公表

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 １００％の教員が、互いを尊重し豊かな人間性を重視した授業に取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が「よりよく生きていこうとする意識が高まった。」と答えた。

3 ９０％の教員が、互いを尊重し豊かな人間性を重視した授業に取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が「よりよく生きていこうとする意識が高まった。」と答えた。

2 ８０％の教員が、互いを尊重し豊かな人間性を重視した授業に取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が「よりよく生きていこうとする意識が高まった。」と答えた。

1 互いを尊重し豊かな人間性を重視した授業に取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「よりよく生きていこうとする意識が高まった。」と答えた児童が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が「健康に対する意識が高まった。」と答えた。

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が「健康に対する意識が高まった。」と答えた。

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が「健康に対する意識が高まった。」と答えた。

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「健康に対する意識が高まった。」と答えた児童が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の保護者が「基礎的・基本的な学習内容が定着した。」と答えた。

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の保護者が「基礎的・基本的な学習内容が定着した。」と答えた。

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の保護者が「基礎的・基本的な学習内容が定着した。」と答えた。

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「基礎的・基本的な学習内容が定着した。」と答えた保護者が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4 ８０％以上の保護者が「本校は個に応じた指導に力を入れている。」と答えた。

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3 ７０％以上の保護者が「本校は個に応じた指導に力を入れている。」と答えた。

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2 ６０％以上の保護者が「本校は個に応じた指導に力を入れている。」と答えた。

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「本校は個に応じた指導に力を入れている。」と答えた保護者が６０％未満だった。

4 １００％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が「ＩＣＴを活用した授業が分かりやすい。」と答えた。

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が「ＩＣＴを活用した授業が分かりやすい。」と答えた。

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が「ＩＣＴを活用した授業が分かりやすい。」と答えた。

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「ＩＣＴを活用した授業が分かりやすい。」と答えた児童は７０％未満だった。

4 １００％の教員が、「本物」を体験・体感できる授業を学期に１回以上実施した。 4 ９０％以上の児童が「探究的に学ぶ力が高まった。」と答えた。

3 ９０％の教員が、「本物」を体験・体感できる授業を学期に１回以上実施した。 3 ８０％以上の児童が「探究的に学ぶ力が高まった。」と答えた。

2 ８０％の教員が、「本物」を体験・体感できる授業を学期に１回以上実施した。 2 ７０％以上の児童が「探究的に学ぶ力が高まった。」と答えた。

1 「本物」を体験・体感できる授業を学期に１回実施した教員が、８０％未満だった。 1 「探究的に学ぶ力が高まった。」と答えた児童が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、生き方を学ぶ授業を学期に１回以上実施した。 4 ９０％以上の児童が「自分のよさを発揮しようとする活動に取り組んだ。」と答えた。

3 ９０％の教員が、生き方を学ぶ授業を学期に１回以上実施した。 3 ８０％以上の児童が「自分のよさを発揮しようとする活動に取り組んだ。」と答えた。

2 ８０％の教員が、生き方を学ぶ授業を学期に１回以上実施した。 2 ７０％以上の児童が「自分のよさを発揮しようとする活動に取り組んだ。」と答えた。

1 生き方を学ぶ授業を学期に１回実施した教員が、８０％未満だった。 1 「自分のよさを発揮しようとする活動に取り組んだ。」と答えた児童が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、積極的に情報発信に努めた。 4 ９０％以上の保護者が「学校や地域の教育活動に参加した。」と答えた。

3 ９０％の教員が、積極的に情報発信に努めた。 3 ８０％以上の保護者が「学校や地域の教育活動に参加した。」と答えた。

2 ８０％の教員が、積極的に情報発信に努めた。 2 ７０％以上の保護者が「学校や地域の教育活動に参加した。」と答えた。

1 積極的に情報発信に努めた教員が、８０％未満だった。 1 「学校や地域の教育活動に参加した。」と答えた保護者は７０％未満だった。

★重点計画の概要
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※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

・児童自らの学力向上等に進んで挑戦しようとする気持ちを
大事にしたい。
・年間を通していろいろなことを体験させていると思う。
・児童数が少ない割には、芸術・スポーツ等に関する多くの
ことに挑戦しているように思える。強制ではない分、先生方
から参加・申込等のプリントを配る際に、やってみようかな
と思えるような一言を伝えてもらえたら、さらに挑戦する児
童が増えるのではないでしょうか。

・水泳・陸上・ロードレース等のスポーツ大会への参加や漢
字検定や算数検定等への参加は、確実に定着してきた。それ
ぞれ、児童一人一人が目標をもって練習等に取り組み、それ
が成果となって表れ、達成感や自信を付けてきている。
・「一歩踏み出せ」のスローガンは、確実に定着してきてい
るが、指摘されているように、教員や保護者が、あともう一
押し児童の背中を押してあげられると、さらに児童が自分の
よさを発揮できる。
・児童に何か取り組ませるときには、教員も一緒になって取
り組む姿勢が重要である。
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〇地域・社会の一員
として、体験を通し
た豊かな感性を育
む。

〇子供の居場所や遊び場の
確保を図り、学校に対する
理解と愛着を深める。

〇学校の教育活動に対する理解と協力が得
られるよう、学校Webサイトや学年・学
級通信を通して積極的に情報発信をすると
ともに、保護者や地域の方々の教育活動へ
の参加を促進し、学校と家庭・地域とで子
供を包み込む環境づくりを築く。
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・保護者も含め、地域との関わりは必要だと思う。
・地域（自治会）行事への参加についても、学校を核とする
ことによって、学校と家庭・子供と地域がよりつながるので
はないか。
・仲田小の子供であるというよりも、日野市の子供を共に育
てるという気持ちで、それぞれが協力しているように感じ
る。
・学校や地域の教育活動の例を挙げ、一つでも参加したら、
参加したことになるのか、２～３個なのか、３以上なのか回
答に困ったのではないかと思う。

・学校Ｗｅｂサイトや学校だより等積極的に地域に学校の情
報を発信することができた。地域の学校に対する信頼度も高
く、理解や協力は得られている。
・学校と地域との関わりをより一層深めていくためには、学
校を拠点として地域の行事に参加・協力していったり、学校
教育活動の中で児童がもっと地域に出ていくような取組を増
やしていったりすることが必要である。
・防災等でも地域との連携をさらに強めていくことが必要で
あり、課題となっている。
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〇芸術・スポーツ等
自らのよさや個性を
伸ばす活動を推進す
る。

〇年間を通して体験的な学
習を重視し、自らの夢の実
現に向けて、挑戦しようと
する活動に取り組む。

〇豊かな自然や人とのつながりを大切にし
た生き方を学ぶ授業を推進するとともに、
漢字検定・数学検定や読書週間、スポーツ
大会等に積極的に挑戦し、すすんで自らを
高めようとする児童を育成する。
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・分かりやすい授業として、ＩＣＴを活用した授業を増やし
てほしい。
・活用例をいくつか紹介してもらうと、より評価がしやす
い。
・保護者にＩＣＴを理解してもらうためには、ＩＣＴとは何
かということを伝えていけば、さらにＩＣＴに関する理解を
ひろげていくことができる。

・今年度、実物投影機を全学級に配置した。特にＩＣＴ機器の活
用は、児童の学習意欲を高め、すべての児童に分かる授業を実践
する上で大変効果的である。実践事例を増やして、さらに積み重
ね、教員同士がその成果を学び合えるようにしていくと共に、各
教科等の年間指導計画にも位置付けられるようにしていく。
・児童の学習に対する興味・関心をより一層高めるため、パソコ
ン室の活用も含め、大型モニターとパソコン、デジタルカメラ、
プロジェクター、実物投影機などを学校公開や日常の授業の中
で、意図的に積極的に活用していく。
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〇「本物」を体験・
体感できる機会を設
定することで、児童
の学習意欲を高める
とともに、探究的に
学ぶ力を育成する。

〇他者とのかかわりを通し
て、コミュニケーション能
力の向上を図り、課題の発
見と解決に向けた主体的・
協働的な学習に取り組む。

〇地域のボランティア活動等の社会体験や
農業体験、伝統文化と触れ合う活動から、
地域に対する理解を深めるとともに、各種
の出前授業等を活用し、児童の興味や創造
性、豊かな感性を育成する。
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・本物体験は、数多く実施できていてよい。
・様々な社会経験・体験は、長い人生の中でプラスになる。今後
も、そのような機会を多く設定してほしい。
・学校だより、ホームページ等で取組内容が周知されていて、と
ても分かりやすい。
・本物体験が、さらに授業につながる体験活動とすることができ
れば、もっと多くの本物体験を取り入れられるのではないだろう
か。
・本物体験に関しては、保護者と学校と地域が一体になってやっ
ていかなければならないことだと思っている。（私としては）今
後も米作りで力になりたい。

・様々な分野の専門家を講師として招聘し、体験や経験を重
視した「出前授業」を行い、よい学習の機会となった。児童
の心に残るものも多く、さらに学校Ｗｅｂサイト等で紹介す
ることにより、さらに一層の価値付けが図られ、保護者の評
価も大変高かった。
・知識や技能の伝達のみでなく、基礎的・基本的な学力を
ベースとした上での本物体験を実施していく。
・各教科等の年間指導計画への明確な位置付け、意図的・計
画的な学習活動に結びつけていくこと等が今後の課題であ
る。
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〇全ての児童が学ぶ
楽しさを味わえる授
業をデザインする。

〇基礎的・基本的な学習を
重視するとともに、ICTを
活用して、主体的、創造的
に学ぶ能力を高める。

〇学年に応じた学習習慣を共通理解し、保
護者との連携により、徹底を図るととも
に、メディア・コーディネータを活用した
授業を取り入れ、児童一人一人に分かりや
すい授業を展開する。
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・ＩＣＴについては、今後も積極的に活用を図ってほしい。
・直接その様子を見る機会はなかったが、今年度導入された
機器について活用されている具体例があると、さらに評価が
しやすかった。
・コンピュータの最大の長所は、その創造性なので、調べ
る、単なるデザインだけのために用いるのではもったいな
い。様々な創造性の可能性を追求する授業をするとよい。

・地域・保護者等の支援も含め、学習環境に恵まれており、
平均的に見て、学習における基礎・基本の定着はある程度図
られている。
・ＩＣＴの活用や授業のＵＤ化など、すべての児童に分かる
授業を実践していくため、教員の授業力向上をさらに図って
いく。
・個に応じた学習を進めていくためにも、現在算数で行って
いる習熟度別学習の効果的な活用や学力向上支援者の有効活
用、放課後や長期休業日を活用した個別指導など、様々な形
で対応していく。

〇児童一人一人の教
育的ニーズに応じた
細やかな支援体制を
充実させる。

〇幼稚園（保育園）・中学
校との学びの連続性等を視
点に児童理解を深め、個に
応じた教育を充実させる。

〇支援委員会等での情報交換により、教職
員間での共通理解を図りながら、特別な支
援が必要な児童への指導に生かすととも
に、ユニバーサルデザインに基づく教材教
具の工夫と教育環境の整備を図る。
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・幼・保・中との交流は、縦の関係が少ない中、思いやりの
心等が育まれる。
・「幼保小連携教育推進委員会」が、互いの現場に活用され
ていくことを期待する。
・十分対応した教育を行っているように思える。

・支援員会の充実で、特別な支援を必要とする児童に対する
情報の共有が確実に進んだ。
・その結果、担任以外に、管理職・生活指導主任・特別支援
教育コーディネーター・カウンセラー・リソースルーム
ティーチャーなど、複数の教職員がそれぞれの役割や特性を
生かして、一人一人の児童を多くの教職員が見守り育ててい
る安心感を保護者や地域に感じてもらえている。
・個々の子供への対応は、幼児教育に学ぶものが多い。情報
交換や子供の交流だけではなく、幼保との連携を深め、教員
も学ぶ機会を増やしていく必要がある。

教
職
員
・
学
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〇自ら学ぶ意欲をも
ち、時代の変化や社
会の要請に対応でき
る力を育成する。

〇ユニバーサルデザインの
視点やＩＣＴを活用した授
業展開により、基礎的・基
本的な知識・技能の習得と
豊かな表現力の育成を図
る。

〇「できる、分かる、学び合う実感」がも
てるような授業実践により、自ら学び、考
え、行動する意欲や態度・能力を育てると
ともに、体験的活動や問題解決的活動を重
視し、基礎的・基本的な学習内容の定着を
図る。
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・子供たちが、仲良く、楽しく学校生活を送っているような
ので、安心している。
・事あるときは、学校全体で対応をしていただいている。
・どのクラスも落ち着いている現状が結果として表れてい
る。

・児童が、落ち着いて、仲良く、互いのよさを認め合いなが
ら、楽しく学校生活を送ることができていることを、ほとん
どの児童が自覚し、保護者や地域からも高く評価されてい
る。
・一部児童に、規範意識が薄く、思いやりの足りない行動や
けじめの足りない行動がみられる。学習環境の整備は、授業
規律から始まる。「ダメなことはダメ」という善悪の判断に
ついても、教員の指導力を高めていき、徹底した指導を行
い、安心して授業に臨めるような環境づくりをしていく。

子
供

〇望ましい生活習慣
を確立し、心身とも
に健康な児童を育成
する。

〇健康に対する意識を高
め、自ら体力向上に励む児
童を育成する。

〇健康や食育に関する授業を意図的に取り
入れ、生活の中で実践しながら、健康づく
りの基礎を実感できるようにするととも
に、心身の調和のとれた発達と体力づくり
に励み、体を動かす楽しさを味わう。
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・健康であってこそ、充実した学校生活を送ることができる。飛
び回って遊ぶことが少なくなった現在、学校でのスポーツや運動
の取組が、体力向上につながっている。
・病気や治療等での保健室の利用者減という結果を、今後も維持
されることを期待している。
・各々の家庭での実践も大切だと思う。
・健康や食事に関する授業などで、健康・食事について十分学ん
でいるように思う。睡眠の大切さについて、子供たちに伝えてい
けるような授業を取り入れるとよいかと思う。
・健康であることの大切さ、そのための運動の大切さを教えてい
く。

・健康教育の取組の継続が評価され、「平成２７年度東京都
教育委員会健康づくり優秀校」の表彰を受けることができ
た。
・授賞理由にもなったように、特に日野市立病院や学校医・
薬剤師等地域医療機関と連携して、学校全体で健康づくりの
取組を継続し、児童の生活習慣の改善や感染症の予防、その
他の病気やけがの防止に大きな成果が見られた。
・今後の課題は、やはり「継続」の一言に尽きる。知識や方
法については十分に指導や学習を積み重ねてきた。児童の主
体的な取組を引き出していくことである。

評価点 評価点

子
供

〇互いに尊重し合え
る豊かな人間関係を
構築する。

〇集団の一員としての自己
有用感やよりよく生きてい
くための道徳的実践力を育
成する。

〇道徳の時間を要として、自他の生命を尊
重する実践的態度や挨拶・感謝の気持ちを
育む授業を計画的に行うとともに、豊かな
人間性を育むために、集団の一員としての
規範意識や仲間意識を高めていく。

3 3

①　みんなで、五かけ（声・目・手・心・時間をかける）、ていねいに
②　前を見て、一歩踏み出そうとする、意志と向上心

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

①　「すべては、子供たちのために」という気持ちを絶えずもつ。
②　「合いの教育（学び合い、助け合い、認め合い、支え合い、話し合い等）」の充実を図る。
③　失敗から学ぶと共に、成功体験を数多く実感させる。

　【めざす教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見

結果の分析と改善策

◎すすんで学ぶ子　　〇からだをきたえる子　　〇思いやりのある子　　〇最後までやりぬく子
　　　　　　　　平成２７年度　日野市立仲田小学校経営重点計画　　　　　　　　　　　　自己評価シート　

★学校教育目標

　【めざす児童・生徒像】

　【めざす学校像】

①　人と人とのつながりと結びつきを大切にする、やさしさとたくましさをもつ子

①　一人一人が輝き、笑顔と明るい声があふれる、明日また来たい学校
②　周りの変化に気付き、自らすすんで身体を動かし、新しいものを創り出そうとする意欲あふれる学校
③　自分の存在を実感し、互いに認め合い、支え合い、自他に感謝しながら、共に学び、働く喜びを感じられる学校


